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１．令和７年度「敬老会」開催案内                                         社会福祉協議会笠郷支部 

令和７年度「敬老会」を開催します。「敬老会」対象の方には往復はがきで７月上旬に案内状をお送りしておりますので、ご多

忙かとは存じますが、是非ご出席くださいますようお願します。返信用ハガキにご記入の上返信お願いします。 

１．日時   令和７年９月１５日(月)午前１０時～午後０時３０分 

（開場 ； 午前９時３０分） 

２．場所   笠郷小学校 体育館 

３．案内   敬老会対象の方には、７月上旬に往復はがきで案内済です。 

４．祝い品  「敬老会参加記念品」とし、出席者に対する記念品となります。 

２．令和７年度「行政懇談会」開催 概要報告  (７月２２日１９:００～、笠郷自治会館)                     役員会 

昨年に引き続き行政懇談会が開催されました。提出した質問(概要)に対する養老町の回答の概要は次の通りです。 

テーマ１：「まちづくりビジョン」と自治町民会議との協働について 

①昨年度「組織別行動計画」の実績・反省を説明ねがいます。 

②テーマ別戦略の中で、5年毎の成果と課題をできる範囲で説明願います。 

③まちづくりを強力に進めるには、自治町民会議との協働活動が必要と考えます。今考えられるテーマは何か？ 

(回答１) １０の「テーマ別戦略」のうち、②「循環型で持続可能なまち」では４項目の「組織別行動計画」があり全体で２５％の

評価割合(目標値：７０％)、③「質の高い教育が実施されるまち」では３０計画に対し５３．３％、④「子供たちが健全に成

長できるまち」では７計画に対し 42.9％、⑤「すべての人の人権が尊重されるまち」では８計画に対し２５％、⑩「まちづく

りビジョンを実行できるまち」では８０計画に対し 56.7％、と半数の戦略が目標値に達しなかった。 

(回答２) 前期５年は今年度末になっているため現在目標達成に向け取り組んでいる。前期「テーマ別戦略」を策定した時

期が新型コロナウィルス感染症拡大時期と重なり、５年間のうちに生活環境（キャッシュレス化、物価上昇、「消滅可能性

自治体」選定等）が大きく変化しているのにふさわしい後期「テーマ別戦略」を策定することが重要である。 

(回答３) 町と町民会議の連携体制を更に強化し、一緒に協議を重ね、地域の特性を生かし各課題を解決してゆくことが、

今考えられるテーマである。 

テーマ２：人口減が想定以上で進む中、地域活性化対策の課題への対応策は多岐にわたるが、 

①地区役員のなり手不足、消防団の新団員の確保ができない、地区ボランティア活動(草刈り、江浚い、道路整備)の参加

年齢高齢化は進むが、どのように維持活動に向けて進めたら良いか。 

(回答１) 事業内容の精査等による人数の見直し、地域団体の統合等による人数の減少補填、江浚い等については地域ぐる

みでの参加とする、又役員、団体の活動内容を PR することも必要。消防団については令和３年度に分団単位の広域

編成に改めた、人数についても笠郷地区全体からバランスよく選出して頂きたい。また郡操法大会を郡操法教錬会に

名称変更して、操法披露する場とした。操法練習時間も２３時までの２時間以内とし、団員の負担軽減を図った。 

テーマ３：安全・安心なまちづくりについて 

①空き家調査をしているが、行政との連携強化を考える中、空き家発生―地区の対応は個人情報も含めた考え方は？ 

②災害発生時の行政マニュアル等の整備と訓練について遅れている点と対応策は？ 

③自治町民会議が協働する点についてどのように考えておられますか？ 

(回答１) 管理不全空き家については、町建設課まで情報提供願いたい。現場確認し管理状況に問題ある場合は、所有者に

適正管理するよう通知する。空き家対策については地域と行政が緊密に連携することが重要。町の空き家対策の施策

としては、「空き家・空き地バンク」を運営し空き家の利活用や移住・定住の推進をしている。 

(回答２) 今年度は「養老町業務継続計画(BCP)」、「養老町受援計画」の２つの計画について見直しを予定している。 

町では民間施設等を避難所あるいは一時避難所として利用できるよう現在９事業所と施設開放時の協定締結して

いる。今後もさらに民間施設と協定締結を進める。令和４年度より集会所・寺院・社務所等の地域施設を「届出避難所」

として認定し現在９カ所指定している。避難所運営資器材が支給可能となるので認定に協力願います。 

(回答３) 災害時自治町民会議と協働が想定されるのは避難所運営がある。発災数日後までには避難所運営を可能な限り

避難者による自主管理体制に移行を心がけることが必要と定められている。笠郷地区でも毎年の防災訓練には避難所

設営訓練があり、共助の観点から地域の方々との関係をつくっていただきたい。 

「地域が育てる・ふるさと笠郷を創造する！」           ホームページ ： http://kasagou.jp/ 

「笠郷地域創生自治町民会議」だより 
敬老会案内、行政懇談会報告                     笠郷地域創生自治町民会議会長 伊藤 博文 

＜裏面あり＞ 
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(参考) 

町内小学校 年度別入学児童数の昨年度の推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町内中学校 年度別入学生徒数の推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和６年度 R7 R8 R9 R10 R1１ R12 

養北小学校 37 43 30 23 31 30 27 

広幡小学校 5 7 7 10 7 5 5 

上多度小学校 12 7 14 7 11 5 6 

池辺小学校 28 17 25 14 14 11 6 

笠郷小学校 30 26 20 23 15 12 12 

養北小学校 21 14 10 12 14 9 9 

日吉小学校 11 13 11 8 10 11 7 

全小学校 144 127 117 97 102 83 72 

 令和６年度 R7 R8 R9 R10 R1１ R12 

高田中学校 125 93 106 86 86 72 69 

東部中学校 97 100 99 88 82 74 75 

全中学校 222 193 205 174 168 146 144 


